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1D．H．ロレンス　1908年一1925年
　　　　　　“Sun”をめぐって
倉田雅美
ロンドンの時代
　D．H．ロレンスq885－1930）が45年間の生涯で訪れた土地は、ヨーロ
ッパの国々を初めとしてセイロンやオーストラリア、アメリカやメキシコと
多数にわたる。また、訪れた都市や町、村といったら数えきれないほどであ
る　ロレンスは何かに突き動かされるようにして世界各地を旅して回った
1908年10月にロンドン南部クロイドンの小学校で教え始めたのは23才の
時であったが、それまでにもイングランド国内の各地を旅行している、1912
年5月、ノッティンガム大学で言語学を教えていたアーネスト・ウィークリ
ー教授の妻フリーダとイングランドを発ってドイツに向かったのが、本格的
な彼の旅の始まりだったと言えよう、そして、これは作家ロレンスが抱えて
いた様々な問題の解答を模索する旅の序曲とも言えるものであったt一
　ロンドン南部、クロイドンのデイヴィッドソン・ロード・ボーイズ・スク
ールで教鞭をとり始めた1908年10月以降、ロレンスの人生は大きな転換期
を迎えた，それまで故郷ノッティンガムを中心に生きてきた彼は、ロンドン
において新たな人間関係や文化といった今まで経験し得なかった環境に身を
置くことになる．同僚教師のアグネス・ホウルトはロレンス初の長編小説了リ
ティシア』（後の泊孔雀」、191D執筆の大きな助けになった女性であった
し、職場の同僚を介して知り合ったヘレン・コークは『ジーグムント・サーガ』
（後の『侵入者』、1912）を書く契機を与えてくれた女性であった、1．また、
故郷の幼馴染ジェシー・チェインバーズにロレンスは書き溜めた4編の詩を
?】
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送り、その詩をジェシーが＝イングリシュ・レビュー誌tの編集者フォード・
マド・ノケス・フーファーdgl9年にフす一ドと改姓1へ送ったことがきっか
けで数編の詩が同誌に掲載されることとなった　これがロレンスのロンドン
文壇へのデビューとなったのである　また、フーファーは同誌にロレンスの
「ガチョウ市一［19］O）と「菊の香一1（］91Dという短編小説2編を掲載し、ロ
レンスの文壇デビューを後押しすることになる　更に、彼は一リティシア」
を読んでロレンスび）才能を認め、本作品をウィリアム・ハイネマン社に紹介
し、やがて同社より出版されることになる　また、後に一侵人者』がダック
スワース社から出版されることになったのも、フーファーがロレンスをエド
ワード・ガーネット2．に紹介したことがきっかけであった．．このようにロン
ドン時代のロレンスは、女性との関係や職業作家としての前途においていく
つもの貴重な経験をしたのである。
　デイヴィッドソン・ロード・ボーイズ・スクールでの教師経験も又、作家
ロレンスにとって意義深い体験であったと言えるだろう、20世紀初頭のイ
ングランドは近代国家に向けての政治改革が進んでいる最中だった．1903
年に婦人参政権の獲得を目指した婦人社会政治連合（wSPU）が組織され、
1906年には初の独立労働党議員が下院議員に当選する、19C）8年には老齢年
金制度が導入され、炭鉱規制法により地下労働時間が1日8時間と決められ
たのもこの年である一また1909年には職業安定局が開設され、多くの失業
者の求職に役立つこととなった
　こうした急速な社会整備の進行は裏を返せばイングランド社会が未だある
種の混乱期にあった証でもあった　ロレンスが教鞭をとる公立学校でも同じ
ことが言えた　デイヴィッドソン・ロード・ボーイズ・スクールにはさまざ
まな生活環境に置かれた生徒たちが通っていた・中産階級の家庭の子供もい
たが、貧困家庭の子供、孤児や役者のf’供たちを預かる養育院に暮らす子供
も多かった　おそらく学校教育以前の問題が教育に熱意をもっていたロレン
スをどれほど苦悩させたかは想像に難くない　こうした彼の苦渋に満ちた教
D，H，ロレンス　1908年一1925年一”Sしm”をめぐvて一3
師体験は、「亀の素描授業」〔1968）や「レスフォードのうさぎ」U968）で
深刻に語られている．；さらに長編小説：＝虹」dg］5）での一L人公アーシュラ
の恐ろしい教師体験にはロレンスの実体験が重なっている
フリーダとの出会い
　ロンドンでの様々な人々との出会いや教師経験はロレンスに今までとは異
なった世界を提供してくれることにはなったが、1911年｜0月に重い肺炎に
罹る　高熱が続き、呼吸も苦しくなり、結局、学校も休みがちとなってしま
う．翌年の1月から2月にかけてボーンマスで療養生活を送った後、2月中
旬にノッティンガムに帰ることになる．すでに内心ロンドンには戻らない気
持ちがあったようである　しかし、職業作家として生計を立てるほどの目途
は立っていなく、海外の学校で教えることも視野に入っていたという．4．そ
こで、ノッティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジ在学中（1906年9月
一1908年7月）にフランス語を習ったウィークリー教授を訪ねて相談する
ことになる　1912年3月のことであった・教授夫人はドイツ人のエマ・マ
リア・フリーダ・ウィークリーで、夫妻には3人の子供がいた　フリーダに
会った時のロレンスの衝撃は強烈なものであったようだ．数日後には愛を告
白する手紙を彼女に書き送っている一一方、フリーダもロレンスに強い印象
を受けたが、当初は火遊び程度の付き合いを考えていたのかも知れない・（彼
女には複数男性との親密な関係が噂されていた，．）しかし、その後の8週間
に亘る逢瀬でフリーダはロレンスが夫を含めて今までに出合った男性とは全
く異なる存在であることに気付いてゆく．夫と3人の子供がいる安定した家
庭を捨てるほどの情熱がロレンスに対してわいてきたのであった．5月3日
に二人はイングランドを出てフリーダの故国ドイツに向かう　行き先はブリ
ーダの両親が住むメッツであった．メッツに向かう二人の心情は、一瞬たり
とも一一一緒にいたいという情熱もさることながら、これからの人生で互いに相
手が必要であるという強い思いがあったのだろう　フリーダはロレンスを
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かつて知ることのなかった一・人の男として認め、　・方、ロレンスはフリーダ
を自らの存在と同．…化させ得るほどの女と看倣したのである．これは27才
のロレンスと33才のフリーダが堕ちた運命の罠ともいうべきものであった
小川が夕暮れのなかでさえずっている
蒼白い空がいぶかしむようだ
　　これこそ祝福といえるものだ
ついに私はあなたに対する愛がここにあるのを知った
私にはすべてがわかる　それは夕暮れのように完壁だ
それはあまりにも大きく　いままで分からなかったのは
小さなひかりやまたたき　妨害
　　悩み　不安　苦悩のせいだ
あなたは呼ぶ人で　わたしは応える人
あなたは願望で　わたしは叶える人
あなたは夜で　わたしは昼
これ以上のなにがあるのか
これで完壁なのだ
あなたとわたし
これ以上のなにが……？
これで十分なのだ
不思議だ　それでいてわたしたちが苦しむとは！
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ヘネフ・アム・ラインにて‘S．
　この詩はドイツで二入が別行動を取っていた時に作られたものだが、ブリ
ーダに対するロレンスの思いが痛切に語られている．だが、ドイツへ逃避行
した二人の人生は以後、思いもよらぬ方向へ向かうことになる　決定的だっ
たことは、ロレンスのイングランドに対する想いがより複雑になったことで
あったcつまり、故国に対する絶望と希望、愛情と嫌悪といった相反する感
情が・一層明確になったことである・そして、こうした感情は以後のロレンス
作品における重要なモチーフとして具体化されていく　作品の主人公が世界
のどこにいようと、また、その主人公がイングランド人であろうがアメリカ
人であろうが、はたまたオーストラリア人やメキシコ人であろうが、彼らが
解決しなければならない問題、つまり、彼らが陥った普遍的な宿命はイング
ランド人、もしくはイングランドが背負ったそれでもあるのだ．こうした意
味で言うならば、ロレンス文学とは世界を背景としてイングランド（及びイ
ングランド人）が抱えた諸問題が提起され、その解答を求めての長い旅の記
録であったと言えよう一／
世界へ
　メッツでの二人は思いもよらない待遇を受ける．ウィークリー教授はブリ
ーダとロレンスに関する手紙をフリーダの両親に送っていて、両親は娘が家
族のもとに帰ることを説得する，フリーダの姉エルゼ・ヤッフェの結婚生活
は破綻していて、両親はフリーダにその一：一の舞を踏ませたくは無かったので
ある、両親からはイングランドへ戻るよう説得され、ロレンスからは教授と
の離婚を求められ、また、残してきた子供たちのことが気がかりだったブリ
ーダの苦悩がどれほどのものであったのかは十分に察せられる．追い詰めら
れたフリーダはミュンヘンに向かい、そこでロレンスと落ち合う．．そして、
二人の長く苦悩に満ちた、だが未来に向けての充足した人生が始まるのであ
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る　アルプス越えを目指した二人は、トリールーヘネフーヴァルトブレール
ーラインフロヴでンツーボイエルベルクーイッキングーマイルホーフェンー
リーヴァーヴィラ・イジー一ガルニャーノーサン・ガデンッィオーヴェロナ
ーイルシェンハウゼンと、1912年5月から1913年6月にかけて一年以一ヒに
もわたり転々とする・6月下旬に二人はイングランドへ一時帰国する．ロレ
ンスは妹エイダの結婚式に出るためであり、フリーダは子供たちに会うため
だった　ロンドンでの文芸批評家ジョン・ミドルトン・マリとの出会いは、
その後のロレンスの人生に大きな意味をもつことになる．
　1912年4月にフリーダとウィクリー教授との離婚が成立したのにともな
い、1人は結婚する．フリーダと出会って以来2年以上の年月が経っていた．．
ロレンスはこの間に職業作家としての地位を確立したと言っていいだろう、．
「侵人者』及び『息子と恋人』の脱稿と出版を初めとして他の重要な長編小
説に着手したのはこの時期である、．また、「干し草の中の恋」（1930）や「一
度だけ一1」（1930）、「白いストッキング」（1914）などの短編小説が書かれ
ている　詩集「見よ！僕らはやり抜いた！』はまさにロレンスとフリーダの
闘争記であり、ロレンスにとって最大の文学的成果となった詩集のひとつで
ある．
　第一一次大戦の勃発がロレンス文学に及ぼした多大な影響及びヨーロッパを
脱出してオーストラリアやアメリカ大陸で過ごした時期に関しては本稿では
触れないが、1911年から1925年（9月末、イングランドに帰国）までの14
年以上に及ぶ年月はロレンスの生涯における重要な期間であった．45年問
に亘る生涯の中核となる時期となった・そこにはロンドンへ出て作家として
デビューし、フリーダと出会い、そして世界へ向けて旅立つ青年から壮年に
かけてのロレンスがいる．そして注Rすべきは、それ以前及びそれ以後のロ
レンスと同様の、もしくはそれ以上に「熱い生命」を生きようとした男がい
たということである
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イタリア
　ロレンスの生涯と作品についてはイタリアを抜きにしては語れない．ロレ
ンスとフリーダは1912年5月初旬にメッツを発ち、アルプスを越え、そし
てイタリアのリーヴァに着いた（1912年9月｝そこから南下した二人はガ
ルダ湖畔のガルニャーノに翌年の3月まで滞在することになる．この間に1愛
の詩集』（1913）が出版され、「姉妹二（後に「結婚指輪」と改題、改稿され、
さらに「虹』qgl5）と『恋する女たち↓q920）へと書き進められる）が着
手される．戯曲ではまさにフリーダを主人公とした「バーバラ争奪戦』（1933）
及び故郷ノッティンガムに思いを馳せたかのような「義理の娘』（1965）が
書かれている、また：イタリアの薄明』（1916）に収められた数編のエッセ
イはこの時期に書かれたものである　このようにロレンスの初期から中期に
かけての重要な作品が着想を得たり、着手されたり、また完成して出版され
たのが1912年4月から1913年3月までのイタリア滞在中なのである・
　次のロレンスとイタリアとの関わりは、第一次大戦終結qgl8年11月）
の1年後、イングランドを出てトリノ及びレリチを経由してフでレンツェに
向かったときに始まる、ロレンスはフィレンツェが気に人ったようで、いく
つかの重要な作品の舞台としている　例えば、1917年10月から1921年11
月にかけて書かれたとされる「アーロンの杖』q922）の後半部分ではフィ
レンツェが主要な舞台となっている．イングランドでの暗畿とした人間関係
やしがらみから逃れてフィレンツェへ行った主人公アーロン・シッソンは、
この土地がもつゆるぎない「生命力」に覚醒し、イングランドでは経験し得
ないある種の啓示を受ける　その啓示は新たな宗教や既存のfilti値観では測れ
ない新たな人間関係の構築をアーロンに求めるものであった
　フィレンツェがロレンスに与えた覚醒は多分に退廃した当時の政治的ヨー
ロッパ事情に起因したものであった　一方、その後ロレンスが訪れることに
なるシチリア島はその風士や文化、民族的歴史ゆえにロレンスの「魂」とも
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言える中核を揺さぶることになるシチリア島タオルミーナのフォンターナ・
ヴェッキアには1920年3月から1922年2月まで一：年間滞在することになる．
オリーブ畑が広がり、糸杉が林立し、そして太陽が燦燦と照りつけるこのL
地でロレンスは自然界に対して激しく感応し、それは彼の安らぎともなった
この安らぎの中でロレンスは次々と新たな作品に着手し、執筆中のものは脱
稿させ、もしくは出版させていった，恋する女たち．1と：ロストガール』
が1920年ll月に出版され、『ミスター・ヌーン」（1934）は断続的にではあ
るが書：き続けられていた　：アーロンの杖」は1922年1月に脱稿目前であっ
た、「狐jCl920）、『大尉の人形≦日923）、7てんとう虫』（1923）といったロ
レンス文学を代表する中編小説が精力的に書かれたのもこの時期である．こ
うした作品に共通したテーマは、第一次大戦がもたらしたヨーロッパ社会の
矛盾や人々の苦悩、また絶望や希望であった．tロレンスは当時のヨーロッパ
が抱えていた様々な問題を明確にし、その解答を彼なりに提示しようとした
のである、しかし、ヨーロッパに対する絶望的な感情を払拭できないまま
1922年3月にフォンターナ・ヴェッキアを発ってセイロンに向かう＝そし
てこの絶望感は作家として最早ヨーロッパでは新たな作品を生み出すことが
できないという気持ちに変化していったt／新たな創作活動の拠点としてヨー
ロッパ以外の土地を求めざるを得なかったのである、ロレンスが新たに求め
たil地はアメリカ大陸であった．1922年3月から1925年9月までセイロン、
オーストラリア、アメリカ、メキシコと執筆活動の拠点を移し、作家として
の集大成を目指すことになったのである．
“Sun”をめぐって
　1925年9月21日にニューヨークを発ち、30日にサザンプトンに着いたロ
レンスとフリーダはイングランドに1か月滞在した後、ドイツのバーデンバ
ーデンを経由してイタリアへ向かう．スポトルノに落ち着いたのは11月で
あった．翌月、当地のヴィラ・ベルナルダでロレンスは“Sun”U926）に着
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手する．作品の舞台はかつて滞在したシチリアのフォンターナ・ヴェッキア
である　ロレンスはスポトルノにはないフォンターナ・ヴェッキアの太陽と
自然を想起しながら筆を進めたに違いない．本作品では太陽の人間に与・える
生命力とアメリカでロレンスが痛感した現代社会の退廃に対する批判が語ら
れてれている
（1）都会人モーリス
　物語の主要な登場人物はアメリカ人の夫モーリスと妻ジュリエット、イタ
リア人の無名の農夫とその妻である．モーリスはニューヨークで成功した実
業家で、グレーのスーツに身を包み、一分の隙も無い、「髭はきちんと剃り、
顔色は悪く、物静かで、実際は内気な⊥「’，40才の男性である　ジュリエット
や息子のジョニーに対して模範的な夫であり父親であるのだが、その一方で
「彼は決して誰も信用していなかった、㍗‘現代社会特有の合理性によりすべ
てのものが機械化されたニューヨークという都会で成功を得たモーリスは、
「生命力」が衰弱し、やがて枯渇に向かうしかない男として描かれている
そんなモーリスはジュリエットにとって「殻に閉じこもったカタッムリ」X‘
のような存在であり「吸い取り紙のインクの染」1L”のようにとるに足らない
存在、また「太陽を恐れる人間」“°，F、つまり自然と乖離した男であった　都
会人であることによりその生命力を枯渇させ、従って周囲の者になんら生き
生きとした生命力を与えることができないでいるモーリスにジュリエットは
やがて辟易し、精神的な打撃を受けていく　そして彼女は多くの現代女性が
そうであるように「自らの自我に反して感情が逆方向に向かい、それは恐ろ
しく破壊的なこと」，1］／であった．
　都会が人間生命に与える破壊性についてロレンスは多くの作品でテーマと
している．例えば、短編小説「次善の人」qgi2）では田園と都会という対
照的な舞台設定のなかで登場人物たちの心情が描かれている．主人公フラン
シスの恋人ジミーはリバプールへ出て化学の博士号を取り、他の女性と婚約
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する　フランシスはそんなジミーに都会的な「ご都合主義」や「俗物性」を
感じ取る　自然豊かな故郷でジミーを思うとき、彼が男としてbesピであっ
ても決して女性が「頁の喜び」を感じる男ではないことを知る・そして彼女
は都会的な洗練さはないが素朴で生気溢れる農夫のトムと暮らすことを決意
する．こうしたロレンスの都会に対する思いは他の小説でも主要なモチーフ
となっている
　こうしたロレンス独特の都会観について考える時、彼の幼少期の経験を想
起する必要があるだろう　ロレンス家の次男アーネストは兄弟のなかで一番
頭の良い子供で、母親リディアの寵愛の的だった．学校を出た後、彼は給与
の良い職を転々とし、出世の道を歩いていった，彼がそのまま故郷に残って
いたら、おそらく幸せな家庭を築いて生涯を全うしたことだろう．しかし、
彼の才能（特に速記が得意で、地元の夜間学校で教えていた）．1：．は彼をさら
に出世の道へと駆り立て、21才の時にロンドンへ出て職を得ることになる。
高収入のエリートになった彼はルイーザ・デニスという女性と婚約するが、
その後間もなくして丹毒に罹り死亡する，彼は23才、ロレンスが16才であ
った1901年10月のことである，こうした経験は家族のみならずロレンス自
身にも大きな精神的打撃として残ることになる。さらにロレンスにとって運
命的とも言えることは、アーネストの死を契機に母親の愛情がロレンスに向
けられたということだった一ロレンスにとって「母と息子」の関係は「都会
と出園」の関係と同様に追求すべき重要なテーマとなったのである。兄がロ
ンドンへ出ることさえなかったら、自分の人生は恐らく異なったものになっ
ていただろう、という思いがロレンスにあったに違いない，
　本作品の登場人物である都会人モーリスという男の姿にはロレンスが幼少
の時から背負っていた運命が重なっているのである。
（2）「生命力」としての太陽
D．H．ロレンス　1908年一1925年　　L’S．　un”をめぐって一1﹈
　本作品ではその題名として使われている「太陽．1が重要なモチーフとなっ
ている．精神的な支障／おそらく神経衰弱であろう1をきたしている主人公
のジュリエットは主治医から「太陽を浴びるように」との忠告を受け、シチ
リアへ行く．オリーブ畑を見ドうす別荘で彼女は息子のジョニー、家政婦、
そして母親と暮らすことになるのだが、彼女の寝室からは水平線に昇る太陽
が毎朝見えたという　そして彼女は室内着を羽織り、オリーブ畑を抜けて海
岸沿いの岩場へ行き、裸体になって一日中太陽を浴びるのだった　太陽は次
第にジュリエットの生命の中枢にまで浸透し、彼女の精神状態は安定してい
く．やがて太陽を知るCkllew’）ようになった彼女は太陽との性的接触を希
求するようになる・
　「単なる日光浴ではなかった　それ以上のものだった　彼女の内部
の深いところにある何かが解き放たれ、ほぐれていった、彼女は宇宙
の霊力に晒されていった　知的な意識や意思よりも深い、彼女の内部
にある神秘的な意思によって彼女は太陽と結びつくのだった・そして
太陽からの流出物が彼女の体内を、子宮を駆け巡るのだった」Bi
　太陽を浴びることによってジュリエットの内面が変化する過程はロレンス
が他の作品で展開している「女性の回生」の物語のそれと同一である・例え
ば、『馬で去った女］（1925）では主人公の「女」がアメリカ人女性としての
硬質な自我を喪失した後、宇宙の流れに感応し、やがて宇宙的自我を獲得し
ていく過程が詳細に描写されている　こうした作品を書いていた時期のロレ
ンスにとって人間と宇宙との関わりは非常に重要な問題だった　宇宙（自然
界と言っても良いだろう）との繋がりを失い、生命力を喪失していく欧米人
を目の当たりにしたロレンスにとって、本来の生き生きとした人間性を回復
する方策を模索することは必要なことだった・
　人間知性により機械化され無機質となった欧米社会で精神衰弱に陥った女
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性を主人公として、ロレンスは入間性回復の物語を創作したのである、
　「太陽とともに始めよ
であろう．川4．
そうすれば、あとは徐々に、徐々に始まる
　死の直前に著した「アポカiJプス」（1931）をロレンスはこうした言葉で
締めくくっている　ジュリエットが太陽により生命力を回復する過程を描い
た本作品にはロレンスの現代人への強いメッセージが込められているのであ
?
（3）「ハスの花」としてのジュリエット
　ニューヨークで暮らしていた時のジュリエットは夫に恐怖心を抱かせるほ
どの硬質な自我を持った女性だった、「顔色が悪く、何も語らず、しかし夫
をひどく圧迫するような女だった。」，LS　I女性としての彼女の中枢は崩壊寸前
であったと言えよう。この「中枢」（作品中では「子宮」という言葉に言い
換えられている｝を作者は「ハスの花」に例え、その開花の様子を描写する
ことによりジュリエットの内面的変化を表そうとしている，シチリアに来て
間もなく、「彼女σ）疲労して凍てついた心は和んでいった、、そして同時に消
えていった「だが、彼女の子宮だけは緊張したままで、頑なだった、永遠に
頑なだった．太陽に対してさえ頑なだった，．」‘161しかし、やがて日光浴が日
常化するにつれて太陽のもつエネルギーは彼女の子宮にまで達するようにな
り、「ハスの女」としての彼女は開花し始めるのである、すると彼女は周囲
の人間世界に対する関心を失い始め、自分が裸体で日光浴をする姿を島民に
見られることも気にならなくなる一／また夫や知人に手紙を書くこともできな
くなったという「11’1こうした状況は、彼女の中枢である子宮が彼女の意思に
反してハスの花のように開花し始めたことの証であったと言えよう。主人公
の女性を花（ハスやユリ、またバラなど）に例え、周囲との関係のなかで開
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花するというモチーフはロレンスの作品によくあるものである．
　そんなある日のこと、いつものように息子と日光浴をしていた彼女は一匹
の金褐色の蛇を見つける　i’その蛇は母子から一・ヤード離れたところで鎌首
をもたげていた．不安を感じるべきか否かと迷う息子にジュリエットは冷静
に対処し、「そうね、蛇ね1」とだけ答える　息JLはそんな母親に「太陽の
冷静さ」を感じ取り安心するのだった
　「彼女は何も言わなかった　すべて終わったことだと思っていた
彼女には太陽の不思議な泰然自若とした力が漆っていた．その場所全
体も同じ力に満たされていた．彼女と息子がその土地の一部であるよ
うに蛇もその±地の一部なのである．」．19／
　このエピソードはジュリエットの内面的変化が確実に進んでいることを明
確に示している、太陽の持つ偉大な力を吸収することで彼女が自然界の純粋
な一部になりつつあることを伝えようとしているt／ハスの花が宇宙の自然な
リズムに乗って開花し、また閉じるように、彼女の中枢である子宮も宇宙の
流れに呼応しつつあるということを作者は伝えているのである一
　そしてまた、このエピソードからは「エデンの園」のイメージが伝わって
くる。「裸体の女性」「蛇」そして「南欧の自然」　　ロレンスはこうした舞
台設定をすることにより「楽園」を作品中に作り上げ、彼独自の神話を展開
させているのである
　「ハスの花」と化したジュリエットの中枢は、周囲の環境に対してごく白
然に対応していくことになる　以前から気になっていた若いイタリア人の農
夫や（作品中で彼は人格をもった「人間」というよりも自然界の一部として
の「非人格的」な存在として描写されている）、突然アメリカからやって来
た夫に対するジュリエットの反応は、ハスの花が太陽の動向に対して反応す
る時の俊敏さを帯びるようになる．特に農夫に対して彼女は太陽に対するの
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と同様の反応を示す　毎朝ロバを引いて彼女の住む家の前を行き来する30
才を越えた農夫は、「赤ら顔で、その体は大きく、今や彼女にとって太陽だ
った、灼熱でもって照りつける太陽だった」11f］1という．．ジュリエットの中
枢は一人の男性を受け入れるのに十分な滋養と英気で満たされ始めたと言え
るだろう　物語の最終部分で農夫と夫モーリスに対するジュリエットの揺れ
動く内面が描写されている
（4）根源的な男女関係
　今や太陽を浴びて身体を黄金色に輝かせ、「肉体の女王1‘となったジュリ
エットは農夫と夫を前にしてどちらに向かうべきか思い悩む．農夫は明らか
にジュリエットに恋していた、彼女が一歩でも前進していたら、もしくは農
夫に「その一歩」を踏み出す勇気さえあったら、二人の関係は成就したこと
だろう　しかし、農夫にもジュリエットにもその勇気はなかったr
　その・一一歩を踏み出すには農夫はあまりに「都会的に洗練」されていなく、
従って「女慣れ」していなかった．また、ジュリエットには家庭という「束
縛」があり、社会的な「掟」を破る勇気はなかった，そこで彼女は農夫に対
する願望と掟の狭間にあって苦悩することになる．
　「彼といると別の太陽を浴びるようなものだった、＝重厚で壮大で、
発汗作用のある　その後ではすぐに忘れてしまうようなL，個人として
の彼は存在しないのだ・温かく力強い生命を浴びるようなものだ。あ
とは離れ、忘れてしまうだけである　そして再び太陽を浴びるような
ものだ．……彼女は人間的な触れ合いにうんざりしていた、その後で
相手の男と話をしなければならないことにうんざりしていた一この健
康的な男とならばその後でただ満足して離れられる．……どうして私
は彼の方へ行ってはいけないのか、どうして彼の子供を産んではいけ
ないのか　無意識の太陽と無意識の大地に子供を授かるようなものな
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のに、、子供は果実のようなものなのに一］’コ2’
　ジュリエットのこうした苦悩は現代社会における男女関係の問題をその
まま提起するものとなっている・これはまたロレンスが現代人に対して問う
た根源的な性に関する問題でもある，本来は極めて肉体的次元にある事柄に
社会的道徳や社会的通念といった理性が入った場合に生じる問題である一若
き日に人妻フリーダと逃避行し、晩年に『チャタレイ夫人の恋人』
（1928）を書くことになるロレンスにとって、姦淫の烙印を押されることは
人間生命の素直な主張をしたことと同様のことであった．しかし、ジュリエ
ットは現代社会における婚姻の根拠となっている「契約」や「約束事」、「掟」、
つまり互いの存在を所有するという観念に屈するのである、物語はジュリエ
ットが夫モーリスとの間に二人目の子供を産むことになるだろうというくだ
りで終わる，，
　本作品でロレンスが問いかけたことは、現代社会で生命を枯渇させていく
都会人の有様であり、人間と宇宙との有機的な関係、また人間存在にとって
の根源的な性のあり方である。こうした問題は、1908年に故郷ノッティン
ガムを出てロンドンに暮らし、その後ヨーロッパ大陸、オーストラリア、ア
メリカ、メキシコと世界を転々とし、1925年にイタリアに落ち着いたロレ
ンスが必然的に抱えた問題だった。本作品が世に出た4年後にロレンスは他
界することになるのだが、主人公ジュリエットが苦悩した問題のひとつの解
答を後にチャタレイ夫人が出すのである，
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DH．Lawrencc、
　　　　　　　テキスト
∫c’～c’c’tc’d∫／1θ1’t　S1θi’ie～、　’LSUII、“’PCngUlll　Booksに000）
　　　　　　　　　　　　　　　註
（Dロレンスは同僚教師のアグネス・メイソンを介してヘレン・コークと
　　知り合いになり、1908年7月31日から8月14日まで家族や友人、ま
　　たヘレンとともにワイト島で休暇を過ごした、ロレンスは教養あるヘ
　　レンを愛するようになるが、やがて彼女には既婚の愛人H．B、マッカー
　　トニーがいることを知る　その後、マッカートニーは自殺するのだが、
　　こうした2人の悲恋をテーマにした0）が「侵入者』であるtt
（2）ガーネットは若い頃からいくつもの出版会社に籍を置き、編集や校閲
　　のみならず若手作家を発掘したり、文学者への助言をするなどイギリ
　　ス文壇へ果たした役割は大きかった　W．S．モームやJ．コンラッド、　A．
　　ベネットなども彼が発掘した作家であった、
（3）この2作品に出てくるホームとはクロイドン・ゴードン・ボーイズ・
　　ホームとクロイドン・ホームで、孤児などの支援を目的とした基金に
　　より運営されていた．両作品とも生徒の窃盗をテーマにしていること
　　から、ロレンスがいかに恵まれない環境にいる生徒の教育以前の問題
　　に腐心していたのかがうかがえる、
（4）Paしll　Poplawski．　D．〃．La；sv’encc，　；A∫～Cfbi’ence　Companion．　Greenwood　Press．
　　1996、P，26．
｛5）D．H．Lawrence、　The　Coin∫）lete　Poeins　c～1’　D．　H．Lctu’renc・e．“Bei　Hennef，”The
　　Viking　Prcss．1964．　p．203．
（6）D．H，Lawrcncc、　Scコ／ecrρ（／∫／101’t∫tol・～e∫．”Sun，”Penguill　Books，2000、　p，436．
（7）　oノ，．（・it．
｛8）　ihi‘／．．　p．430，
（g）　ibid．．　p．437．
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qO）ihid．、　P．430．作品中でこの‘SUn－fea　re　r’という表現が頻出し、ジュリエ
　　ットにとって多くの現代の男性がそうであったという
qD　～ゐ∫‘1．、p．438．
（12）Paul　Poplawski、　L）．H．Lcn・i’ノ’c？il（’Cコ；．4　RCfbi’ence　C（〃71／，］（li？iOil．　Greenwood　Prcss．
　　1996．P．12．
（13）　Lawrence，ihid．、p．431．
（14）D．H⊥awrence、　Aノブf，cα～）∫ピ．　Penguin　Books．1980．　P．126．本書は聖書の最
　　後の書「ヨハネの黙示録」をロレンスが独白の宗教観や倫理観で解釈
　　したものである．
（15）Lawrence，　ibid．，　P．439．
（16）　ihid．．　p．426．
（正7）　ihid，，　p．433，
（18）　～ろ～‘∫．，p．432．
（19）　OP，cit．
（20）　ih．　id，，p．434．
（2D　ihi‘／．、　p．437，本文では‘woman　of　tlesh’という表現が使われている、これ
　　は「肉体意識を持った女性」ということで、ジュリエットが非人格性
　　（‘impersonal▲ty’）や非人間性（」inhumanity　’）を持ったということである、
（22）　ibid，，p．442．
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